
項　目 内　容
名称 アロエ　[英]Aloe、Aloe vera、Cape aloe、Curacao Aloes　[学名]Aloe vera

(L.) Burm.f 、Aloe ferox Mill.、Aloe africana Mill、 Aloe barbadensis Mill.など

概要 アロエは、アフリカや南米で広く栽培されている多年生多肉植物で、アロエベラ、
キュラソーアロエ、ケープアロエなどがある。食用としては、アロエベラが主に利
用される。

法規・制度 ■食薬区分
・葉の液汁：「専ら医薬品として使用される成分本質 (原材料)」に該当する。
・根、葉肉：「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質
(原材料)」に該当する。

■⽇本薬局⽅
・アロエ、アロエ末が収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質

分析法 ・品質の指標として、barbaloinをUV検出器 (293 nm) 付HPLCにより分析した報
告がある (PMID:4019374) 。
・aloenin、barbaloinおよびisobarbaloinをMEKCにより分析した報告がある
(PMID:11254203) 。
・アロエドリンク中のbarbaloinおよびaloe-emodinをLC/MSにより分析した報告
がある (PMID:12238148) 。
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循環器・
呼吸器

RCT
・健康な成人16名 (平均25±5歳、アメリカ) を対象とした二重盲検クロスオーバー
無作為化プラセボ対照試験において、アロエベラ粉末1,200 mgを単回摂取させた
ところ、心電図や血圧に影響は認められなかった (PMID:21048211) 。

消化系・肝臓 RCT
・過敏性腸症候群の患者110名 (18歳以上、イギリス) を対象とした⼆重盲検クロ
スオーバー無作為化プラセボ対照試験において、アロエベラ飲料60 mL×2回/日を5
ヶ月間摂取させたところ、QOLの自己評価 (消化器症状評価 (GSRS) 、過敏性腸症
候群QOL評価 (IBSQOL)) に影響は認められなかった (PMID:21991499) 。

糖尿病・
内分泌

メタ分析
・2016年1月までを対象に11のデータベースで検索できた無作為化比較試験8報に
ついて糖代謝マーカーを検討したメタ分析において、アロエベラの摂取は、糖尿病
前症の人では空腹時血糖 (3報) の低下と関連が認められたが、HbA1c (2報) に影響
は認められず、いずれも試験によるばらつきが大きかった。また、2型糖尿病患者で
はHbA1c (4報) の低下と関連が認められたが、空腹時血糖 (5報) との関連は認めら
れず、いずれも試験によるばらつきが大きかった (PMID:27009750) 。
・2016年1月までを対象に3つのデータベースで検索できた無作為化比較試験5報に
ついて検討したメタ分析において、糖尿病前症または2型糖尿病患者によるアロエベ
ラの摂取は糖代謝マーカー (空腹時血糖 (5報) 、HbA1c (2報)) 、血中脂質 (TG (4
報) 、TC (4報) 、LDL-C (3報) 、HDL-C (3報)） の改善との関連が認められたが、
糖代謝マーカー (インスリン (2報)) との関連は認められず、いずれも試験によるば
らつきが大きかった (PMID:27347994) 。
RCT
・脂質異常症の2型糖尿病患者60名 (試験群30名、平均56.8±10.7歳、イラン) を
対象とした二重盲検無作為化プラセボ対照試験において、糖尿病治療薬 (グリブリ
ド、メトホルミン) による治療とともに、アロエベラゲル300 mg×2回/日を2ヶ月
間摂取させたところ、糖代謝マーカー (空腹時血糖、HbA1c) 、血中脂質 (TC、
LDL-C) の低下が認められた。一方、血中脂質 (TG、HDL-C) に影響は認められな
かった (PMID:22198821) 。

生殖・泌尿器 調べた文献の中に見当らない。

脳・神経・
感覚器

調べた文献の中に見当らない。

免疫・がん・
炎症

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当らない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当らない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当らない。

その他 RCT
・健康な成⼈⼥性64名 (試験群32名、平均44.1±6.9歳、⽇本) を対象とした⼆重
盲検無作為化プラセボ対照試験において、アロエベラゲルパウダー0.5 g (アロエス
テロール40 μg) 含有ヨーグルト飲料100 g/⽇を12週間摂取させたところ、内側前
腕において肌指標 (経⽪⽔分損失量、肌の潤い、肌疲労、総弾⼒性、正味の弾⼒
性、⽣物学的弾⼒性) の改善、コラーゲンスコアの低下抑制が認められた。⼀⽅、
肌指標 (超⾳波エコー) に影響は認められなかった (PMID:28088806) 。

調べた⽂献の中に⾒当らない。
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